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２Ｐ　pick up! ここを整備

４Ｐ　補正予算

５Ｐ　委員会報告など

６Ｐ　決算報告

８Ｐ　決算質疑

１２Ｐ　一般質問

１９Ｐ　みんなの広場

２０Ｐ　こんにちは

　平成２９年９月定例会は１４日から２２日ま

での会期で開き、陳情１件、条例１件、

補正予算７件、決算認定１０件、規約の変

更１件、辺地計画１件、人事案件１件の

計２２議案を審議し原案のとおり可決しま

した。

　一般質問は７人が登壇し、執行部をた

だしました。

表紙写真によせて

小才角中央線法面設計委託

500万円

大浦清水川線舗装工事

400万円

こ
こ
を
整
備

こ
こ
を
整
備

こ
こ
を
整
備

こ
こ
を
整
備

pick up!

　
今
議
会
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
で
通
所
介
護
施
設
（
さ
ん
ご
荘
）

の
建
て
替
え
な
ど
や
、
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
と
し
て
、
６
地

区
（
一
切
、
安
満
地
、
橘
浦
、
小
才
角
、
大
浦
、
樫
ノ
浦
）
の
整
備
計

画
を
可
決
し
ま
し
た
。

　炭焼きに励む若者たちがいる。

　「僕らの笑顔を表紙に使い、住民に

届けてほしい」という彼らの願いを

受けとめた。大月町を背負う若者た

ちである。彼らの熱意と努力に期待

したい。

9 月 定 例 会

も く じ
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橘浦側溝整備工事

500万円

樫ノ浦道路法面整備および設計委託

5000万円

一切橋設計委託

1000万円

さんご荘建て替え

3億830万円

旧特老跡地に建設予定

安満地消防車購入

754万円

写真は購入する車両と

同型のものです
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平成29年度9月補正予算

会　　計　　名

一　　般　　会　　計

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険

水 道

介 護 保 険

漁業集落排水処理事業

後 期 高 齢 者 医 療

病　　院　　事　　業�

補　正　額 総　　　額

４億５５３２万円

１１７万円

７７８万円

２７９４万円

４９万円

３０２万円

５０４万円

４８億８９２０万円

１１億９８９４万円

３億３９０１万円

８億３５６２万円

５４１万円

１億４８９万円

５億３０７６万円

浦
木
　
通
所
介
護
施
設
を

取
り
壊
し
た
跡
地
を
ど
う

利
用
す
る
の
か
。

町
長
　
通
所
介
護
施
設
増

設
な
ど
に
対
応
で
き
る
よ

う
空
け
て
お
く
。

新
し
く
な
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
さ
ん
ご
」

議
案
質
疑

　
平
成
２９
年
度
補
正
予
算

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

浦
木
　
中
学
校
の
管
理
用

備
品
購
入
費
４
０
７
万
円

は
何
を
買
う
の
か
。
ま
た
、

な
ぜ
必
要
な
の
か
。

教
育
次
長
　
教
職
員
の
パ

ソ
コ
ン
２０
台
と
プ
リ
ン
タ

ー
を
購
入
す
る
。
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
で
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
用
と
事
務
用
を

分
け
る
た
め
。

高
野
　
地
域
お
こ
し
協
力

隊
備
品
費
６０
万
円
の
説
明

を
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
　

９
月
よ
り
、
映
像
に
よ
る

デ
ジ
タ
ル
配
信
を
行
う
た

め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
１
名
を
採
用
し
た
。
そ

の
た
め
に
パ
ソ
コ
ン
１
台

と
映
像
用
ソ
フ
ト
１
式
、

Ｖ
Ｔ
Ｒ
が
撮
れ
る
一
眼
レ

フ
カ
メ
ラ
を
買
う
。

高
野
　
宿
泊
施
設
整
備
工

事
４
１
１
万
円
の
説
明
を
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
　

ベ
ル
リ
ー
フ
大
月
の
客
室

テ
ラ
ス
６
台
分
の
修
繕
費
。

久
米
　
住
み
よ
い
環
境
づ

く
り
事
業
の
内
容
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
　

地
区
内
道
、
排
水
路
、
集

会
所
施
設
な
ど
、
地
区
が

行
う
事
業
の
半
分
を
補
助

す
る
も
の
。

安
岡
　
介
護
用
備
品
費
購

入
１
４
０
０
万
円
の
説
明

を
。

保
健
介
護
課
長
　
特
殊
な

浴
槽
２
槽
、
そ
れ
に
つ
け

る
手
す
り
、
風
呂
場
の
マ

ッ
ト
レ
ス
、
ベ
ッ
ド
５
基
、

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
な
ど
を
購

入
す
る
。

補
正
予
算

9月補正

ここに注目
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本
委
員
会
は
、
現
地
調

査
を
行
う
と
と
も
に
担
当

課
に
説
明
を
受
け
な
が
ら

審
査
し
た
。
現
地
に
つ
い

て
は
、
才
角
川
か
ら
大
浦

橋
ま
で
の
海
側
約
１
０
０

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
道
路

と
防
波
堤
の
間
に
は
個
人

所
有
の
土
地
が
一
部
あ
り
、

そ
の
他
は
境
界
と
所
有
者

が
明
確
で
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
土
地
は
国
ま

た
は
県
所
有
の
土
地
で
あ

る
と
判
断
す
る
。

　
結
果
と
し
て
、
道
路
の

拡
幅
を
す
る
に
は
所
有
者

と
境
界
の
確
定
が
必
要
で

あ
る
。
町
単
独
の
土
地
測

量
は
他
の
地
域
と
の
公
平

性
に
欠
け
る
た
め
、
国
土

調
査
を
実
施
し
、
土
地
の

確
定
を
す
る
と
と
も
に
用

地
交
渉
を
行
う
こ
と
が
最

善
で
あ
る
。
ま
た
、
確
定

後
は
大
月
町
が
土
地
利
用

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
な

が
ら
、
地
区
と
も
連
携
し

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
望

ま
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
実

施
時
期
は
未
定
で
あ
る
が
、

道
路
の
拡
幅
は
必
要
で
あ

る
の
で
、
一
部
採
択
し
執

行
部
に
送
付
す
る
こ
と
に

意
見
の
一
致
を
み
た
。

滞
納
整
理
に
関
す
る
幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
規

約
の
一
部
を
改
正

（
全
員
賛
成
）

全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に
関
す
る
意
見
書
採
択

（
全
員
賛
成
）

町
道
大
浦
潮
平
地
区
の

道
幅
拡
張
の
陳
情

産
業
建
設
常
任
委
員
会
　

議
会
改
革
の
中
間
報
告

議
会
改
革
特
別
委
員
会
　

　
今
年
度
は
、
議
会
報
告

会
を
１２
地
区
を
対
象
に
１０

カ
所
で
実
施
し
た
。
延
べ

１
３
５
名
の
参
加
が
あ
り
、

各
地
区
で
頂
い
た
意
見
、

要
望
、
提
言
に
つ
い
て
は
、

執
行
部
か
ら
回
答
を
求
め

る
も
の
３
件
、
報
告
す
る

だ
け
の
も
の
３２
件
に
分
け
、

平
成
２９
年
８
月
４
日
に
執

行
部
に
提
出
し
た
。
そ
の

後
、
平
成
２９
年
８
月
２９
日

に
執
行
部
か
ら
回
答
を
受

け
た
。
今
後
、
委
員
会
の

中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
委
員
会
で
は
議

会
に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
予

定
。

規
約

人
事

陳
情

町民の思いを町長へ

雨の中の現地調査

　
　
　
　
　
　
　
　

人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
田
美
惠
子
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
月
町
鉾
土
６
０
２
番
地
７

委
員
会
報
告
な
ど
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実質赤字比率 －

－

８．２

３２．９

－

－

６．８

３０．４

内　　　　　　容区　　分 平成２７年度 平成２８年度 早期健全化基準

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

自治体が自由に使える収入の標準額に対す
る、普通会計（一般会計、住宅新築資金等
貸付事業）の赤字額の割合

自治体が自由に使える収入の標準額に対す
る、一般会計、特別会計全ての赤字額の合
計の割合

収入に対する借金返済額の３カ年平均の割
合

自治体が自由に使える収入の標準額に対す
る、一般会計、特別会計、一部事務組合が
将来負担すべき実質的な負債の割合

１５．００

２０．００

２５．００

３５０．０

歳入

49.0億円

歳出

47.2億円

地方交付税

２３億１２９８万円

４７．２％

国庫支出金

３億９９９５万円

８．２％

県支出金

３億２４５１万円

６．６％

町債

５億６７９６万円

１１．６％

町税

３億７１６６万円

７．６％

依存財源 ７６．３％

３７億３９７１万円

自主財源 ２３．７％

１１億６０７８万円

総務費

１１億５７７１万円

２４．６％

民生費

１０億３４４１万円

２１．９％

衛生費

５億８８６万円

１０．８％

消防費

５億８８０９万円

１２．５％

教育費

２億４１３１万円

５．１％

公債費

５億９６４２万円

１２．６％

災害復旧費

３１１０万円

０．７％

地方交付税

２３億１２９８万円

４７．２％

交付金等

１億３４３１万円

２．７％

国庫支出金

３億９９９５万円

８．２％

県支出金

３億２４５１万円

６．６％

町債

５億６７９６万円

１１．６％

町税

３億７１６６万円

７．６％

分担金・負担金

２３６５万円

０．５％

使用料・手数料

１億３３１８万円

２．７％

依存財源 ７６．３％

３７億３９７１万円

自主財源 ２３．７％

１１億６０７８万円

諸収入 ５７６６万円 １．２％

繰越金 ２億１２７１万円 ４．３％

繰入金

１億７４０８万円

３．６％

財産収入・寄付金

１億８７８４万円 ３．８％

議会費

５３２９万円

１．１％

総務費

１１億５７７１万円

２４．６％

民生費

１０億３４４１万円

２１．９％

衛生費

５億８８６万円

１０．８％

農林水産業費

２億９４０万円

４．４％

商工費

７４４４万円

１．６％

土木費

２億２０９３万円

４．７％

消防費

５億８８０９万円

１２．５％

教育費

２億４１３１万円

５．１％

災害復旧費

３１１０万円

０．７％

公債費

５億９６４２万円

１２．６％

平成２８年度の大月病院事業、水道事業、漁業集落排水処理事業は、前年度に続き資金不足とな

っていない。経営健全化基準は２０．０％である。

公営企業の経営健全化判断

平成２８年度の決算は赤字がなく、前年度と比べ財政はより健全になっている。

財政健全化判断

※　資金不足が算定されない場合「―」を記載

決
算
報
告
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会　　計　　名 歳　　入 歳　　出

一　　般　　会　　計

病　院　事　業　会　計

計

会　計　間　重　複　額

純　合　計

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業

国 民 健 康 保 険

水 道

介 護 保 険

漁 業 集 落 排 水 処 理 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

４９億４９万円

３億４６万円

４９万円

１１億８６２５万円

１億８０７４万円

８億８７７万円

５１６万円

９２４１万円

５億３５３万円

７９億７８２９万円

△ ４億９５６０万円

７４億８２７０万円

４７億１５９６万円

３億４６万円

３０６４万円

１１億８５４０万円

１億７９０８万円

７億８７８６万円

４５６万円

８９３８万円

４億９６１６万円

７７億８９５１万円

△ ４億９５６０万円

７２億９３９１万円

　
平
成

２８
年
度
一
般
会
計

の
歳
入
・
歳
出
総
額
は
、

前
年
度
に
比
べ
減
少
し
て

い
る
。

　
歳
入
で
は
、
自
主
財
源

の
根
幹
で
あ
る
町
税
の
収

入
額
は
増
収
と
な
っ
た
が
、

滞
納
繰
越
額
も
増
加
し

た
。

　
特
別
会
計
の
歳
入
・
歳

出
総
額
は
、
前
年
度
に
比

べ
全
会
計
で
増
加
し
て
い

る
。
こ
れ
は
主
に
、
施
設

整
備
に
係
る
長
期
債
償
還

元
金
の
償
還
金
、
国
保
会

計
で
は
、
療
養
給
付
費
な

ら
び
に
病
院
保
険
事
業
分

の
繰
出
金
、
水
道
会
計
で

は
、
水
道
施
設
整
備
費
な

ど
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

る
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
は
、
必
要
最
小
限
に
と

ど
め
る
よ
う
努
力
さ
れ
、

事
業
運
営
の
一
層
の
効
率

化
お
よ
び
事
業
収
入
の
増

収
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
。

　
大
月
病
院
は
、
患
者
数

お
よ
び
医
業
収
益
は
と
も

に
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
医
師
１
名
が
減
に
な

っ
た
こ
と
な
ど
が
要
因
で

あ
る
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
入

院
患
者
・
外
来
患
者
に
対

す
る
き
め
細
や
か
な
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、

住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病

院
と
し
て
、
患
者
数
の
確

保
に
向
け
医
師
・
職
員
一

同
が
さ
ら
な
る
経
営
改
善

お
よ
び
業
務
の
効
率
化
を

図
る
よ
う
一
層
の
努
力
を

望
む
も
の
で
あ
る
。

平成２８年度会計別歳入歳出決算を認定
全員賛成

　
監
査
委
員
の
意
見
（
要
旨
）

　
　

町
民
福
祉
の
向
上
を
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小
松
　
長
寿
命
化
修
繕
計

画
に
つ
い
て
説
明
を
。

�
５
カ
年
で
町
内
１
２
６

橋
を
点
検
す
る
も
の
。
修

繕
の
必
要
な
箇
所
が
あ
れ

ば
直
し
て
い
く
。

安
岡
　
合
併
浄
化
槽
設
置

後
の
点
検
は
、
適
正
に
実

施
し
て
い
る
か
。

�

高
知
県
環
境
検
査
セ

ン
タ
ー
に
よ
り
、
毎
年
１

回
法
定
検
査
を
し
て
い
る
。

浦
木
　
弘
見
中
央
線
と
本

田
線
の
舗
装
が
一
緒
に
な

り
、
通
行
に
支
障
を
来
し

た
。
別
々
に
で
き
な
か
っ

た
の
か
。

�

財
源
確
保
の
た
め
同

時
発
注
と
な
り
、
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
後
そ
の
よ
う
な
こ
と
の

な
い
よ
う
検
討
す
る
。

高
野
　
購
入
す
る
油
圧
シ

ョ
ベ
ル
は
ど
こ
で
使
う
の

か
。

�

田
城
に
あ
る
環
境
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
使
用
。

野
村
　
国
道
・
県
道
の
草

刈
り
は
年
２
回
を
３
回
に

で
き
な
い
か
。

�
昨
年
も
要
請
が
あ
り
、

県
に
は
要
望
し
て
い
る
。

安
岡
　
臨
時
職
員
と
い
え

ど
も
責
任
あ
る
仕
事
だ
。

必
要
な
職
員
な
ら
正
職
員

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

�

経
費
の
８
割
程
度
が

人
件
費
と
な
っ
て
い
る
。

全
て
正
職
員
に
す
る
と
、

現
在
の
収
入
で
は
運
営
で

き
な
く
な
る
。

野
村
　
遅
延
の
所
は
、
あ

と
で
予
算
を
つ
け
て
や
る

と
い
う
こ
と
か
。

�
遅
延
は
、
平
山
、
柏
島
、

春
遠
。
平
山
は
閲
覧
は
で

き
て
い
る
が
、
一
部
調
査

に
入
ら
な
い
と
法
務
局
に

送
れ
な
い
。
春
遠
、
柏
島

は
、
ま
だ
閲
覧
も
で
き
て

い
な
い
。
調
査
遅
延
の
部

分
は
町
費
で
行
う
こ
と
に

な
る
。

　
平
成
２８
年
度
の
決
算
を
９
月
２０
日
、
２１
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
、
全
員
協
議
会
で
各
課
別
に
質
疑
を
し
ま
し

た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

新しくなった油圧ショベル

皆さんの協力で進めています

決
算
質
疑橋

梁
点
検

合
併
浄
化
槽
の
点
検
は

建
設
環
境
課

舗
装
は
別
々
に

正
職
員
に
採
用
を

調
査
遅
延
の
対
処
は

ど
こ
で
使
う
の
か

草
刈
り
を
多
く

大
月
荘

土
地
対
策
室
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野
村
　
子
ど
も
見
守
り
推

進
交
付
金
の
事
業
内
容
は
。

�
児
童
見
守
り
相
談
員
が
、

子
育
て
相
談
の
あ
る
家
庭

を
訪
問
し
、
悩
み
の
解
消

に
努
め
て
い
る
。

安
岡
　
滞
納
理
由
に
生
活

困
窮
を
あ
げ
て
い
る
が
誰

が
判
断
す
る
の
か
。

�

納
税
相
談
等
で
課
が

判
断
し
て
い
る
。

谷
　
予
防
接
種
個
別
委
託

料
の
不
用
額
の
要
因
と
予

防
接
種
の
内
容
は
。

�

対
象
者
が
全
員
受
け

な
か
っ
た
の
が
要
因
。
予

防
接
種
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
、
麻
疹
、
風
疹
、
子
宮

頸
が
ん
、
日
本
脳
炎
な
ど
。

野
村
　
介
護
基
盤
緊
急
整

備
事
業
費
補
助
金
１
０
０

万
円
は
。

�

ほ
っ
と
セ
ン
タ
ー
の

利
便
性
を
高
め
る
た
め
、

玄
関
の
段
差
を
解
消
し
た
。

安
原
　
子
ど
も
の
見
守
り

体
制
推
進
事
業
備
品
購
入

費
は
何
を
買
っ
た
か
。

�
相
談
員
の
パ
ソ
コ
ン
、

机
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
テ

ー
ブ
ル
を
購
入
し
た
。

大盛り上がりの輪投げ大会

広くなったほっとセンターの玄関

子
ど
も
見
守
り
事
業
は

使
い
道
は

町
民
福
祉
課

滞
納
理
由
の
判
断
は

税
務
課

不
用
額
の
要
因
は

補
助
金
で
何
を

保
健
介
護
課
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安
岡
　
補
助
を
受
け
て
わ

な
の
免
許
を
取
っ
た
人
数

と
、
そ
の
効
果
は
。

�

昨
年
度
の
免
許
取
得

者
は
４
名
。
新
規
狩
猟
者

に
対
し
て
は
、
わ
な
を
１

基
配
布
し
て
設
置
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

谷
　
有
害
鳥
獣
は
減
っ
て

き
て
い
る
の
か
。

�
か
な
り
捕
獲
し
て
る
が
、

い
た
ち
ご
っ
こ
だ
。
サ
ル

の
狩
猟
者
は
少
な
く
、
あ

ま
り
効
果
が
上
が
っ
て
い

な
い
。

小
松
　
住
宅
耐
震
工
事
は

ど
の
業
者
で
も
で
き
る
の

か
。
ま
た
、
上
限
は
い
く

ら
か
。

�

県
の
登
録
業
者
か
ら

選
ん
で
も
ら
う
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
登
録
さ
れ
た

業
者
は
大
月
に
も
い
る
。

耐
震
改
修
工
事
は
９２
万
５

０
０
０
円
が
上
限
。

安
岡
　
消
防
団
募
集
と
い

う
垂
れ
幕
も
見
る
が
、
欠

員
は
何
名
か
。
女
性
団
員

の
確
保
は
。

�
２
５
３
名
の
定
数
で
、

現
在
２
３
２
名
。
２１
名
の

定
員
割
れ
。

　
女
性
団
員
は
４
名
在
籍

し
て
い
る
が
、
入
団
希
望

者
が
少
な
い
状
況
。
各
地

区
の
分
団
長
に
も
お
願
い

し
て
い
る
。

浦
木
　
患
者
さ
ん
が
安
心

で
き
る
、
病
院
全
体
の
雰

囲
気
を
上
げ
る
さ
ら
な
る

努
力
を
。

�
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。

地
域
に
病
院
が
あ
っ
て
よ

か
っ
た
と
思
え
る
病
院
を

目
指
し
て
、
今
後
も
努
力

し
て
い
き
た
い
。

中
平
　
企
業
債
で
利
率
４
・

４
％
の
も
の
が
あ
る
。
低

金
利
で
借
り
換
え
る
考
え

は
な
い
か
。

�

借
換
債
に
つ
い
て
は

ま
だ
財
政
と
話
し
て
い
な

い
が
、
借
り
換
え
が
で
き

る
か
ど
う
か
協
議
す
る
。

浦
木
　
青
年
就
農
者
は
何

名
来
て
何
名
定
着
し
て
い

る
か
。

�

５
名
来
て
全
員
残
っ

て
い
る
。

谷
　
豚
の
に
お
い
の
対
策

は
。

�

西
部
家
畜
保
健
所
が

月
１
回
見
回
り
に
来
て
指

導
を
し
て
い
る
。

私たちに任せてください

頼りにされる病院を目指す

わ
な
免
許
取
得
人
数

有
害
鳥
獣
は
減
か

青
年
就
農
者
は

豚
に
お
い
の
対
策

産
業
振
興
課

住
宅
耐
震
工
事

消
防
団
員
の
確
保

危
機
管
理
課

病
院
側
の
努
力
を

企
業
債
の
借
り
換
え

大
月
病
院
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協
力
隊
費
は

納
税
基
金

久
米
　
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
内
容
は
。
ま
た
、

副
業
も
可
能
か
。

�

７
名
で
外
商
・
観
光

振
興
・
農
業
振
興
・
移
住

相
談
・
集
落
活
動
セ
ン
タ

ー
事
業
な
ど
の
活
動
を
し

て
い
る
。

　
勤
務
日
以
外
は
、
副
業

を
し
て
も
構
わ
な
い
。

浦
木
　
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
出
し
た
総
額
は
。

�

人
件
費
、
諸
経
費
を

含
め
約
２
０
５
８
万
円
。

野
村
　
協
力
隊
の
フ
ォ
ロ

ー
体
制
は
。

�

月
に
一
度
の
反
省
と

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
や
っ
て

い
る
。

中
平
　
ふ
る
さ
と
納
税
基

金
、
平
成
２９
年
３
月
末
で

１
億
４
０
０
０
万
円
の
有

効
活
用
は
。

�

納
税
者
は
目
的
別
の

要
綱
が
あ
る
。
教
育
・
子

育
て
、
福
祉
・
医
療
、
建

設
・
産
業
・
雇
用
な
ど
に

割
り
当
て
ら
れ
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

フ
ォ
ロ
ー
体
制

安
岡
　
学
習
支
援
員
賃
金

は
ど
う
い
う
も
の
か
。
ま

た
そ
の
効
果
は
。

�

特
別
支
援
学
級
に
対

す
る
支
援
員
の
賃
金
。

　
１
学
年
か
ら
６
学
年
ま

で
の
支
援
で
、
１
人
の
先

生
で
は
な
か
な
か
対
応
で

き
な
い
状
況
も
あ
る
。

野
村
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
リ
ー

ス
料
は
何
台
分
で
期
間
は
。

�
年
間
約
７５
万
円
で
２０

台
。
期
間
は
５
年
。

小
松
　
放
課
後
子
ど
も
教

室
の
先
生
は
何
人
か
。
ま

た
、
毎
日
か
。

�

現
在
２１
名
。
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
ま
で
毎
日
担

当
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

学
習
支
援
員

リ
ー
ス
料
は
何
台
分

子
ど
も
教
室
の
先
生

谷
　
移
住
者
向
け
モ
ニ
タ

ー
住
宅
と
し
て
２８
年
度
の

整
備
は
。

�
予
算
上
は
６
棟
あ
る
。

繰
り
越
し
た
部
分
で
あ
と

３
棟
の
空
き
が
あ
る
。
な

か
な
か
貸
し
て
く
れ
る
人

が
い
な
い
の
で
、
広
報
で

も
随
時
募
集
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

小
松
　
住
宅
使
用
料
の
収

入
未
済
額
が
あ
る
が
、
こ

の
対
策
は
。

�
催
告
書
を
出
し
た
り
、

電
話
相
談
を
し
た
り
し
て

未
済
額
を
回
収
す
る
よ
う

努
力
し
て
い
る
。

モ
ニ
タ
ー
住
宅
整
備

収
入
未
済
対
策

大月はいい所ぜよ！

大変よくできました

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

教
育
委
員
会

総
務
課
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�
　
ふ
れ
あ
い
市
へ
の
出

品
者
が
毎
年
作
付
け
し
て

い
る
作
目
、
新
規
作
付
け

計
画
、
栽
培
面
積
、
品
種

ご
と
の
収
穫
予
想
量
の
う

ち
で
、
ふ
れ
あ
い
市
へ
の

出
荷
予
定
量
の
把
握
は
。

岡
田
町
長
　
ふ
れ
あ
い
市

の
出
品
者
か
ら
個
別
の
聞

き
取
り
等
で
情
報
収
集
を

行
っ
て
い
る
。

　
商
品
の
販
売
状
況
は
、

出
品
者
に
随
時
情
報
が
届

く
連
絡
網
を
整
備
し
て
い

る
。
ま
た
、
売
れ
行
き
を

見
て
追
加
納
品
の
連
絡
も

し
て
い
る
。

�
　
一
般
の
方
は
、
ふ
る

さ
と
振
興
公
社
で
働
い
て

い
る
職
員
を
正
職
員
、
臨

時
職
員
の
区
別
な
し
に
見

て
い
る
。
全
て
の
職
員
の

研
修
状
況
は
。

岡
田
町
長
　
正
職
員
に
つ

い
て
は
、
先
進
地
で
の
研

修
、
県
主
催
の
直
販
所
活

性
化
な
ど
、
本
年
度
す
で

に
７
回
の
研
修
を
行
っ
て

い
る
。
販
売
職
員
に
つ
い

て
は
、
経
験
者
を
雇
用
し

能
力
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
研
修
に
つ
い
て

は
公
社
で
検
討
し
た
い
。

�
　
平
成
２８
年
度
の
ふ
る

さ
と
納
税
額
と
平
成
２９
年

度
に
繰
り
越
し
た
未
発
送

個
数
、
そ
の
金
額
は
。

久
松
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
平
成
２８
年
度
の
ふ
る
さ

と
納
税
額
は
１
億
６
０
４

４
万
６
０
０
０
円
、
対
前

年
度
比
１
億
１
２
０
万
の

増
。
件
数
は
、
１
万
２
３

２
９
件
で
、
年
度
を
繰
り

越
し
た
返
礼
品
が
４
７
１

８
個
、
金
額
に
し
て
２
６

８
８
万
６
０
０
０
円
と
な

っ
て
い
る
。

�
　
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
の
新
規
開
発
と
掘
り
起

こ
し
た
実
績
、
雇
用
面
へ

の
効
果
は
。

岡
田
町
長
　
平
成
２７
年
度

で
は
出
品
数
が
３１
品
目
、

出
品
者
数
１８
業
者
。
２８
年

度
で
は
出
品
数
９９
品
目
、

出
品
者
数
２８
業
者
に
な
っ

て
い
る
。

　
本
年
度
も
新
た
な
商
品

や
出
品
者
を
募
集
す
る
と

と
も
に
、
出
品
者
協
議
会

に
お
い
て
露
地
野
菜
な
ど
、

安
定
的
に
供
給
で
き
る
商

品
を
検
討
し
て
い
る
。

久
松
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
雇
用
効
果
と
し
て
、
ふ

る
さ
と
納
税
担
当
職
員
１

名
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
１
名
、
パ
ー
ト
２
名
の

返
礼
作
業
な
ど
を
行
う
新

た
な
雇
用
が
生
ま
れ
た
。

高野真司 議員高野真司 議員

職
員
の
研
修
状
況

ふ
る
さ
と
納
税

トウモロコシ畑、今年の出来は？

お客さんとの距離の近さが一番

ふれあい市

生産、出荷計画は

　　個別に情報収集／町長

一
般
質
問
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大月町のここを聞く

�
　
大
月
町
は
、
人
口
減

少
を
く
い
止
め
、
雇
用
を

創
出
し
、
町
民
の
生
活
を

安
定
さ
せ
る
た
め
に
「
大

月
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
を
打

ち
出
し
た
。
し
か
し
、
雇

用
の
創
出
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
ま
だ
具
体
策
が
見
え

な
い
。

　
そ
こ
で
、
雇
用
策
と
し

て
３
つ
の
提
案
を
す
る
。

①
ひ
が
し
や
ま
、
芋
焼
酎
、

芋
飴
な
ど
芋
の
加
工
販

売
を
目
指
す
こ
と
。

②
脱
臭
剤
な
ど
炭
の
加
工

販
売
を
目
指
す
こ
と
。

③
ま
き
網
で
獲
れ
る
イ
ワ

シ
や
う
る
め
を
使
っ
て
、

Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
製

品
化
を
目
指
す
こ
と
。

　
こ
れ
ら
３
つ
の
こ
と
を

検
討
し
て
、
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
は
ど

う
か
。

岡
田
町
長
　
芋
づ
く
り
は
、

龍
ケ
迫
、
芳
ノ
澤
、
頭
集

が
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ

れ
が
一
本
化
に
な
り
、
６

次
化
に
向
け
て
の
意
見
が

あ
れ
ば
対
応
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
で

に
や
っ
て
い
る
人
も
い
る

の
で
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
早
く
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
炭
は
、
安
定
的
経
営
状

態
を
最
優
先
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

炭
の
６
次
化
に
つ
い
て
は

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
ま
き
網
の
６
次
化
は
、

関
係
者
か
ら
話
を
聞
い
て

い
な
い
。
す
く
も
湾
漁
協
、

ま
き
網
の
関
係
者
か
ら
話

を
聞
い
た
中
で
、
そ
う
い

う
提
案
も
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
を
周
知
す
る
。

�
　
搬
送
先
は
、
傷
病
者

の
状
態
、
医
師
の
指
示
、

搬
送
距
離
な
ど
を
考
慮
し

て
救
急
救
命
士
が
判
断
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
本

人
や
家
族
の
意
思
が
少
し

で
も
考
慮
さ
れ
る
の
か
。

岡
田
町
長
　
救
急
救
命
士

が
、
傷
病
者
の
状
態
を
事

細
か
く
病
院
と
連
絡
を
取

り
合
い
な
が
ら
、
そ
の
症

状
や
病
態
等
に
よ
り
、
医

師
の
指
示
を
仰
ぎ
な
が
ら

病
院
を
決
め
て
い
る
。
本

人
・
家
族
の
意
思
を
受
け

入
れ
る
に
は
、
幡
多
西
部

消
防
組
合
救
急
業
務
規
定

の
改
正
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
医

療
機
関
、
専
門
の
方
々
で

検
討
し
て
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

�
　
検
討
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
町
長
は
関
係
機

関
に
要
請
す
る
の
か
。

岡
田
町
長
　
本
人
や
家
族

の
意
思
の
尊
重
も
踏
ま
え

て
、
専
門
家
の
方
々
と
協

議
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

幡
多
西
部
消
防
組
合
に
報

告
す
る
。

和気あいあいで網仕事

救
急
搬
送

本
人
や
家
族
の
希
望
も
大
切
に

　
消
防
組
合
へ
報
告
す
る
／
町
長

産業振興

芋、炭、うるめの加工・販売を

　　意見があれば対応する／町長
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�
　
高
齢
化
に
伴
う
労
働

力
不
足
は
、
今
後
さ
ら
に

深
刻
化
し
て
い
く
で
あ
ろ

う
。
農
業
の
担
い
手
の
確

保
や
農
業
生
産
の
維
持
拡

大
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
か
。

　
ま
た
、
施
設
園
芸
の
生

産
性
向
上
を
図
る
環
境
制

御
技
術
の
普
及
促
進
と
、

新
規
就
農
者
の
営
農
定
着

へ
の
状
況
は
。

岡
田
町
長
　
第
一
次
産
業

の
基
盤
強
化
を
基
本
に
、

後
継
者
を
育
て
、
新
規
就

農
者
を
増
や
し
、
経
営
の

近
代
化
を
図
り
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
産
業
と
し
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
施
設
園
芸
の
制
御
技
術

導
入
に
３
戸
が
取
り
組
み
、

成
果
を
上
げ
て
い
る
。
新

規
就
農
者
は
２
名
が
露
地

野
菜
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

�
　
道
の
駅
大
月
は
、
農

林
水
産
物
の
売
り
上
げ
も

伸
び
、
ふ
れ
あ
い
の
場
に

な
っ
て
い
る
。
少
子
高
齢

化
の
進
む
中
、
地
産
地
消
・

地
産
外
商
の
強
化
を
図
る

こ
と
が
、
地
場
産
業
の
拡

大
や
雇
用
の
促
進
に
つ
な

が
る
。
総
合
力
の
発
揮
で

き
る
機
能
を
持
っ
た
拠
点

と
し
て
の
改
修
計
画
は
。

岡
田
町
長
　
道
の
駅
を
拠

点
と
し
た
「
ふ
れ
あ
い
パ

ー
ク
大
月
多
機
能
拠
点
化

基
本
構
想
」
が
ま
と
ま
り
、

今
後
は
基
本
計
画
を
進
め
、

大
月
町
の
農
業
・
観
光
と

い
っ
た
産
業
振
興
や
防
災

機
能
も
含
む
総
合
的
な
拠

点
と
し
て
整
備
し
て
い
く
。

�
　
若
者
が
定
住
し
、
結

婚
し
て
、
働
け
る
生
活
環

境
を
作
り
出
す
こ
と
が
、

子
育
て
支
援
と
少
子
化
対

策
の
基
本
で
あ
る
。
将
来

の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
も
踏
ま

え
、
出
生
率
の
低
下
な
ど
、

我
が
町
の
現
実
も
捉
え
た

支
援
と
対
策
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

浜
闢
教
育
長
　
若
者
の
定

住
促
進
、
産
業
振
興
の
推

進
の
基
点
と
な
る
の
が
、

子
育
て
環
境
づ
く
り
と
少

子
化
対
策
で
あ
る
。
若
い

世
代
が
子
育
て
に
不
安
や

負
担
の
少
な
い
、
喜
び
や

生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と

の
で
き
る
環
境
整
備
等
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

小松重富 議員小松重富 議員

拠点としての整備が待たれる

日々の成長が楽しみですね

農業振興

どのように取り組んでいくか

　　一次産業の基盤強化／町長

道
の
駅
・
大
月

改
修
計
画
は

　
　
総
合
的
な
拠
点
へ
／
町
長

子
育
て
環
境
づ
く
り

子
育
て
支
援
と
少
子
化
対
策
は

　
　
環
境
整
備
に
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
教
育
長
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�
　
こ
の
夏
、
柏
島
は
観

光
客
で
非
常
に
混
雑
し
、

問
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。
駐
車
場
整
備
や
ゴ
ミ

問
題
の
対
応
お
よ
び
他
海

岸
を
早
急
に
整
備
し
、
観

光
客
の
分
散
を
。

岡
田
町
長
　
駐
車
場
を
は

じ
め
と
す
る
受
け
入
れ
体

制
の
整
備
は
、
柏
島
地
区

の
方
々
と
協
議
し
て
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
地
域
、
漁
協
、
観
光
協

会
と
連
携
し
、
今
年
の
よ

う
な
事
態
が
起
き
な
い
よ

う
担
当
課
に
指
示
を
出
し

て
早
急
に
取
り
組
み
た
い
。

　
他
海
岸
に
つ
い
て
は
、

龍
ヶ
迫
、
白
浜
は
す
ば
ら

し
い
海
岸
を
有
し
て
い
る

が
、
ア
ク
セ
ス
道
に
問
題

が
あ
る
た
め
、
当
面
は
樫

西
海
岸
を
整
備
し
て
い
き

た
い
。

野村満久 議員野村満久 議員

�
　
マ
グ
ロ
の
町
と
し
て

事
業
展
開
し
て
い
る
が
、

こ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
、

理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
は
し
っ

か
り
し
た
も
の
が
あ
る
の

か
。

岡
田
町
長
　
マ
グ
ロ
ク
ラ

ス
タ
ー
事
業
（
宿
毛
・
大

月
養
殖
ビ
ジ
ネ
ス
高
度
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
は
、
水

産
加
工
施
設
が
核
と
な
っ

て
地
元
へ
の
供
給
が
安
定

的
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
、
三
次
産
業
の
促
進
を

図
る
た
め
、
各
事
業
者
と

協
力
・
連
携
し
事
業
を
進

め
る
も
の
で
あ
る
。

　
国
内
屈
指
の
生
産
量
を

誇
る
養
殖
ク
ロ
マ
グ
ロ
を

核
に
、
水
産
業
や
商
工
観

光
な
ど
の
地
域
の
に
ぎ
わ

い
を
支
え
る
事
業
者
な
ど

が
協
力
す
る
こ
と
で
、
町

内
外
へ
の
流
通
促
進
お
よ

び
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
、

地
域
全
体
の
活
性
化
を
行

う
こ
と
を
理
念
と
し
て
い

る
。

　
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

は
、
町
内
で
養
殖
マ
グ
ロ

を
提
供
で
き
る
店
舗
を
増

や
す
こ
と
で
、
町
内
外
の

養
殖
マ
グ
ロ
の
流
通
を
促

進
し
、
さ
ら
に
商
工
観
光

等
と
の
連
携
に
よ
る
交
流

人
口
の
拡
大
な
ど
に
取
り

組
み
、
そ
の
付
加
価
値
を

地
域
へ
普
及
、
そ
し
て
還

元
さ
れ
る
仕
組
み
を
構
築

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。出荷されるクロマグロ

絶景かな！樫西海岸

マ
グ
ロ
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
は

　
　
地
域
全
体
の
活
性
化
／
町
長

柏島、夏場の現状

他海岸の整備を

　　当面は樫西海岸を整備／町長
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�
　
夏
に
は
多
く
の
観
光

客
が
本
町
を
訪
れ
、
特
に

柏
島
で
は
大
変
な
に
ぎ
わ

い
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

一
部
の
観
光
客
の
マ
ナ
ー

が
悪
く
、
地
元
住
民
と
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
。

　
安
全
に
楽
し
く
過
ご
す

た
め
、
誘
導
員
や
監
視
員

を
配
置
す
る
な
ど
受
け
入

れ
態
勢
を
整
え
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
土
・
日
曜
日

に
は
誘
導
員
を
配
置
し
て

い
た
。

　
観
光
客
へ
の
マ
ナ
ー
向

上
の
啓
発
を
行
い
、
大
月

町
に
来
て
よ
か
っ
た
と
思

え
る
よ
う
に
、
町
・
観
光

協
会
・
地
区
と
話
し
合
い
、

受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
る
。

�
　
地
理
条
件
で
防
災
拠

点
整
備
が
で
き
な
い
５
地

区
に
つ
い
て
は
、
救
助
の

限
界
あ
る
い
は
公
助
の
手

が
届
く
７２
時
間
を
耐
え
ら

れ
る
資
器
材
の
充
実
が
必

要
で
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
備
蓄
倉
庫
は

全
て
地
区
に
設
置
し
て
い

る
。

　
地
区
と
の
協
議
に
よ
り

必
要
な
物
が
あ
れ
ば
整
備

し
て
い
く
。

�
　
自
主
防
は
全
地
区
に

組
織
さ
れ
て
い
る
が
、
海

岸
部
と
農
村
部
で
は
活
動

に
差
が
あ
る
と
推
測
す
る
。

　
共
助
体
制
を
強
固
に
す

る
た
め
活
動
し
た
地
区
に

は
、
優
先
し
て
資
器
材
の

整
備
は
で
き
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
自
主
防
の
防

災
訓
練
へ
の
温
度
差
は
感

じ
て
い
る
。
機
会
あ
る
ご

と
に
訓
練
の
重
要
性
を
説

明
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に

啓
発
し
て
い
く
。

　
資
器
材
に
つ
い
て
は
、

平
等
に
整
備
し
て
い
く
の

が
基
本
で
あ
る
が
、
不
足

す
る
物
が
あ
れ
ば
補
充
す

る
方
向
で
進
め
る
。

安岡邦彦 議員安岡邦彦 議員

夏場にぎわった柏島

自主防による救命講習

夏場の観光客対応

観光客の受け入れ対策を

　　関係者と協議する／町長

防災対策

防災倉庫の備品充実を

　地区との協議により
　　　　　　進める／町長

自
主
防
の
活
動
は

　
さ
ら
に
啓
発
を

　
　
進
め
る
／
町
長
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�
　
災
害
対
応
で
は
自
助
・

共
助
・
公
助
の
原
則
が
あ

る
。
課
題
は
、
共
助
で
あ

る
。
地
区
に
よ
っ
て
差
異

が
あ
る
の
で
共
助
に
お
け

る
行
政
支
援
を
行
い
、
備

蓄
品
の
自
主
購
入
制
度
を

導
入
し
共
助
意
識
を
高
め

強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
地
区
へ
は
必

要
と
す
る
資
器
材
の
配
布

を
行
い
、
そ
の
後
は
資
器

材
の
追
加
補
充
を
行
っ
て

い
る
。
自
助
と
し
て
３
日

間
、
公
助
と
し
て
１
週
間

分
の
生
活
物
資
の
備
蓄
を

目
標
と
し
て
い
る
。
被
災

後
の
備
蓄
食
糧
の
備
え
や

管
理
は
、
住
民
・
地
区
で

自
助
・
共
助
の
役
割
を
図

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
共

助
意
識
を
高
め
活
動
を
促

進
す
る
方
法
と
し
て
、
支

援
事
業
の
創
設
を
検
討
し

た
い
。

�
　
今
年
の
８
月
は
、
柏

島
に
予
想
以
上
の
観
光
客

が
訪
れ
、
そ
の
結
果
、
迷

惑
行
為
が
多
発
し
た
。
観

光
事
業
を
見
直
し
、
大
月

の
各
地
に
観
光
拠
点
を
作

り
観
光
客
の
分
散
化
を
図

り
、
一
極
集
中
に
よ
る
弊

害
を
回
避
す
る
。
ま
た
、

「
お
お
つ
き
憲
章
」
等
を

制
定
し
、
啓
蒙
・
宣
伝
活

動
に
努
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

岡
田
町
長
　
観
光
拠
点
を

各
地
に
作
り
、
観
光
客
の

分
散
化
を
図
り
、
一
極
集

中
を
緩
和
し
た
い
。
本
町

の
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、

大
月
町
観
光
事
業
審
議
会

で
協
議
し
、
観
光
地
の
Ｐ

Ｒ
と
合
わ
せ
て
、
観
光
客

の
マ
ナ
ー
向
上
に
つ
な
が

る
ル
ー
ル
作
り
を
進
め
、

周
知
徹
底
を
図
り
、
観
光

産
業
を
発
展
さ
せ
た
い
。

�
　
今
年
の
３
月
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
高
知
放
送
局
か
ら
宿
毛

湾
沿
岸
部
へ
の
Ｆ
Ｍ
放
送

が
開
局
さ
れ
た
が
、
町
内

全
域
は
網
羅
さ
れ
て
い
な

い
。
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震

が
予
測
さ
れ
る
中
、
ラ
ジ

オ
放
送
は
災
害
時
の
重
要

な
情
報
源
と
し
て
町
内
全

域
を
受
信
対
象
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
難

聴
地
域
へ
の
対
策
は
。

岡
田
町
長
　
平
成
２６
年
度

に
実
施
し
た
３６
カ
所
の
調

査
結
果
で
は
、
受
信
し
づ

ら
い
箇
所
は
あ
っ
た
が
、

難
聴
地
域
は
存
在
し
な
い
。

冨
岡
危
機
管
理
課
長
　
山

か
げ
な
ど
の
電
波
を
遮
蔽

す
る
場
所
で
の
情
報
収
集

は
困
難
に
な
る
。
津
波
の

被
害
が
想
定
さ
れ
る
沿
岸

部
は
、
平
成
２７
年
か
ら
の

２
カ
年
で
防
災
行
政
無
線

を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
役
場

親
局
と
の
相
互
通
信
が
で

き
る
ア
ン
サ
ー
バ
ッ
ク
シ

ス
テ
ム
を
各
子
局
に
設
置

し
通
信
手
段
は
確
保
し
て

い
る
。

山本恒和 議員山本恒和 議員

訓練でも一生懸命

看板をよく見てね

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
放
送

難
聴
地
域
の
対
策
は

　
　
難
聴
地
区
は
存
在
し
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
町
長

自主防災組織活動促進

災害時の共助の強化を

　　支援事業の創設を検討／町長

観
光
産
業
の
未
来
構
想

観
光
拠
点
の
分
散
を

　
　
一
極
集
中
を
緩
和
／
町
長



№90　⑱

一　般　質　問

�
　
不
妊
治
療
を
受
け
る

に
は
、
専
門
病
院
に
通
院

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
治

療
費
も
高
額
で
あ
る
。
市

町
村
独
自
の
不
妊
治
療
助

成
制
度
は
、
全
国
的
に
あ

ま
り
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

大
月
町
独
自
の
助
成
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
現
在
、
町
内

に
は
不
妊
治
療
の
対
象
と

な
る
方
々
は
把
握
で
き
て

い
な
い
。
少
子
化
対
策
の

一
環
と
し
て
、
一
般
不
妊

治
療
と
特
定
不
妊
治
療
に

つ
い
て
、
来
年
度
か
ら
対

応
す
る
。

�
　
近
年
、
予
測
困
難
な

異
常
気
象
で
川
の
氾
濫
が

全
国
的
に
起
き
る
な
ど
甚

大
な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
本
町
に
目
を
向
け
る

と
、
川
底
が
見
え
な
い
く

ら
い
土
砂
が
堆
積
し
、
ア

シ
が
生
い
茂
っ
て
い
る
所

が
あ
る
。
天
災
が
人
災
に

な
ら
な
い
よ
う
、
河
川
の

ア
シ
、
土
砂
の
撤
去
を
。

岡
田
町
長
　
毎
年
途
切
れ

る
こ
と
な
く
、
県
土
木
に

予
算
を
要
求
し
て
い
る
。

県
の
予
算
に
も
限
度
が
あ

る
が
、
積
極
的
に
陳
情
・

要
望
し
て
い
く
。

安原明彦 議員安原明彦 議員

赤ちゃんを運んでくるコウノトリ

（撮影場所：弘見　提供：三浦美知代さん）

川をせき止めるアシ

不妊治療助成

町独自の助成制度創設を

　　来年度から対応／町長

河川について

アシや土砂の撤去を

　　積極的に要望していく／町長
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私
た
ち
夫
婦
は
、
結
婚

２
年
目
か
ら
ハ
ウ
ス
で
ナ

ス
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
、
就
農
し
て

か
ら
２３
年
に
な
り
ま
す
。

自
然
相
手
の
仕
事
な
の
で
、

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
時

も
あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
い

ろ
な
方
々
に
助
け
て
も
ら

っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
ハ
ウ
ス
を
始

め
た
頃
は
新
規
就
農
者
も

沢
山
い
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
高
齢
化
も
進
み
ハ
ウ

ス
農
家
も
減
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
町
内
は
も
ち
ろ
ん
、
県

内
外
か
ら
も
就
農
し
た
い

と
思
え
る
よ
う
な
、
魅
力

あ
る
町
に
な
る
よ
う
私
た

ち
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

み
　
き

　
久
々
４
年
ぶ
り
か
の
町

議
会
傍
聴
。
１４
、
１５
名
の

傍
聴
者
。
３
分
の
１
は
女

性
。
多
い
方
。

　
質
問
議
員
の
多
く
が
、

こ
の
８
月
の
柏
島
の
観
光

客
の
状
況
と
こ
れ
か
ら
の

対
応
を
―
大
月
町
に
は
誇

る
べ
き
景
観
は
多
い
。
深

い
議
論
が
望
ま
れ
る
。

　
大
月
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
―
ど
こ

か
で
見
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
が
、
質
問
者
に
町
長

の
答
え
は
全
般
的
に
不
安

定
、
具
体
策
が
見
え
な
い
。

そ
し
て
、
町
長
・
教
育
長

が
資
料
を
見
て
の
、
顔
を

上
げ
て
答
え
な
い
の
が
気

が
か
り
で
あ
る
。

よ
し
ず
み

みんなの
広　場

ナ
ス
に
取
り
組
ん
で

春
遠
　
鈴
木
美
紀
　
さ
ん

町
議
会
傍
聴
記

周
防
形
　
河
内
良
澄
　
さ
ん
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発
　
行
／
高
知
県
大
月
町
議
会

編
　
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

高
知
県
幡
多
郡
大
月
町
弘
見
2
2
3
0

T
E
L
（
0
8
8
0
）
7
3
.

1
6
8
2

印
刷

　
有
限
会
社
 

宿
毛
印
刷

　
日
本
の
マ
グ
ロ
養
殖
事
業
の
先
駆
者
の
一
人
で
あ
る

饌
野
闍
彦
さ
ん
に
、
当
時
の
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
昭
和
５２
年
頃
、
ハ
マ
チ
養
殖
が
生
産
過
剰
で
大
幅
に

値
下
が
り
し
、
小
規
模
事
業
者
は
生
き
残
れ
な
く
な
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
、
東
京
・
築
地
市
場
へ
の
出
荷
を
目

指
す
マ
グ
ロ
養
殖
を
決
心
し
水
産
試
験
場
を
訪
ね
た
が
、

わ
ず
か
数
尾
の
試
験
養
殖
で
し
か
な
か
っ
た
。
文
献
も

無
く
教
え
を
乞
う
人
も
い
な
い
中
、
独
り
養
殖
技
術
を

模
索
す
る
日
々
が
長
く
続
い
た
。
マ
グ
ロ
養
殖
は
歩
留

ま
り
が
低
い
。
課
題
は
、
ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
め
に
餌

を
改
良
し
生
存
率
を
上
げ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
生
き
た

ま
ま
で
の
輸
送
方
法
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
５７
年
の
マ
グ
ロ
の
試
食
会
で
は
、
水
産
庁
よ
り

味
の
面
で
養
殖
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
と
高
く
評
価

さ
れ
た
。
昭
和
５９
年
に
は
大
手
水
産
事
業
会
社
と
提
携

し
事
業
拡
大
を
図
り
、
そ
の
４
年
後
に
は
６
０
０
０
尾

の
稚
魚
を
仕
入
れ
、
そ
の
半
数
を
１０
㎏
前
後
で
出
荷
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
３
年
に
は
、（
財
）
海
外
漁
業

協
力
財
団
よ
り
技
術
指
導
員
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
派
遣
さ
れ
、
マ
グ
ロ
畜
養
の
成
功
を
見
届
け
て
、
平

成
７
年
に
帰
国
。
マ
グ
ロ
養
殖
事
業
を
引
退
し
た
」
と
、

熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
は
、
多
く
の
若
者
が
雇

用
さ
れ
大
き
く
発
展
し
た
大
月
の
マ
グ
ロ
養
殖
事
業
の

行
く
末
を
静
か
に
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
夏
、
大
月
町
に
多

く
の
観
光
客
が
連
日
訪
れ

た
。
道
の
駅
・
大
月
、
柏

島
、
樫
西
海
岸
等
、
例
年

に
な
い
に
ぎ
わ
い
だ
っ
た
。

　
経
済
的
効
果
も
大
い
に

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

反
面
多
く
の
課
題
も
見
え

て
き
た
。

　
観
光
の
町
・
大
月
を
発

展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
官

民
一
体
で
英
知
を
絞
り
、

協
力
し
合
っ
て
、
住
民
に

も
観
光
客
に
も
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
環
境
づ
く
り

が
急
務
で
あ
る
。

（
久
米
里
志
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
　

員
　

長
　
浦
木
　
秀
雄

副
委
員
長
　
山
本
　
恒
和

委
　
　
員
　
安
岡
　
邦
彦

委
　
　
員
　
野
村
　
満
久

委
　
　
員
　
久
米
　
里
志

編
集
後
記

柏
島

　
饌
野
 

闍
彦
 

さ
ん
（
８２
歳
）

た
か
ひ
こ

こんに
ちは

大月マグロ養殖事業の先駆者大月マグロ養殖事業の先駆者


